
阪神・淡路大震災では尊い生 命や大切な財産が一瞬の内に失われました

礬

資

蠶

教

科

書

の

な

か

の

道

具

と

く

ら

し

小

学

生

を

対

象

に

、
社

会

科

の

教

科

書

や

副

読

本

に

登

場
す

る

ひ

と

昔

前

の

生

活

用

具

や
す

ま

い
の

様

子

を

展
示

し

ま

す

。

ま

た

、

一
部

の

道

具

を

実

際

に

使

っ

て

み

る

体

験

コ

ー

ナ

ー

や

体

験

教

室

な

ど

を

と

お
し

て

、

そ

れ

ら

が

使

わ

れ

て

い

た

時
代

の

暮

ら

し

ぶ

り

や

生

活

の

変
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に

つ

い
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考

え

て

み

ま

せ

ん
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。

ど

な

た

に

も

生

活

の

変
化

や

時

代

の

流

れ

を

実

感

し

て

い
た

だ

く

展
示

内

容

に

な

っ

て

い
ま

す

の

で

、

ぜ
ひ

お

越

し

く

だ

さ

い
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固
市

立

博

物

館
a
3
8
4・
8
2
7
2

会

期

…
１
月
1
6
日

水
～

３

月
3
1日

㈲
　

除

草
機

・

唐
箕

・
俵

編
み

機

等

（
毎

週
月
曜
日
・
第
四

金
曜
日
は
休

館
。

②

農

家

の
台

所

＝
な

べ

・

か
ま

・

や

た

だ
し

２
月

Ｈ
１１
日

は

祝
日

の

た

め
開
　

か
ん

・
七

輪

・
水

が
め
等

館
し

、
２
月
1
2
囗

㈹
に
休
館

し

ま
す

）
　

●
部

屋

で

つ

か

う

道

具

時

間
・：
午

前

９
時
3
0
分
～

午

後
５

時
　
　

卓

袱
台

・
お

ひ

つ
・
火

鉢

・
文
机

（
入

館

時
間

は

午
後

４
時
3
0分

ま
で

）
　
　
・
行
李

・

ゆ
た

ん

ぽ
等

会

場
・：
市

立

博
物

館
企
画

展
示

室
　
　

●
新

し

い
道

具
～

団

地

の

生

活

費
用
・：
無
料

（
常

設
展

は
有

料
）
　
　
　
　

テ

レ

ビ

・
電
気

洗

濯
機

・
電

気
冷

展
示

内

容
・：
展

示
資

料

約
二
百

点
　
　

蔵

庫

・
電

気

が
ま
等

●

む

か

し

の

農

家

の

土

間

と

台

所
　

●
道

具

の

う

つ

り

か

わ

り

（
農

家

で

つ

か

わ

れ

た

道

具

）
　
　
　
　
　

炊

飯
用

具

・
計

算
用

具

・
照

明

用

①

農
家

の

土
間

＝
く

わ

・
肥

お
け

・
　

具

・

洗
濯
用

具

・
冷

蔵
庫

等

学習資料展関連事業
体験教室｢ ちょつと昔のせんたく＆

アイロン体験｣

日時…1月26 日(土)～3月23 日出の毎月第
2・4土曜日、午前10 時～午後3時
会場…市立博物館プ

レイルーム前テラス

費用…無料

匝当日会場で（事前

の申し込みは不要）

匪市立博物館容38 ∠L

－B2ﾜ2 昨年の体験教室

●
む
か
し
と
今
を
く
ら
べ
て
（
松

戸
の
景
観
今
昔
）

江
戸
川
河
川
敷
・
坂
川
・
葛
飾
橋

・
松
戸
駅
等
の
写
真

●
体
験
コ

ー
ナ
ー
「
む
か
し
の
道

具
を
使
っ
て
み
よ
う
」

手
お
け
・
肥
お
け
・
し
ょ
い
こ
・

翕
ば
か
り
・
石
う
す
等

忘れないで！

阪神・淡路大震災
1月17 日で阪神・淡路大震災（兵庫県南部地震）から7年が経過します。
時間の経過とともに、地震の恐ろしさやいざというときの備えの意識が薄

れていませんか。

昨年は、インド西部地震、安芸灘を震源とする芸予地震や局地的豪雨によ

る水害、また、米国同時多発テロ、炭そ菌による被害など多くの災害が起こ

り、あらためて地震や災害について考える機会と教訓を残しました。
いつ、どこで起きても不思議ではない地震に備え、防災について家庭や地

域で話し合い、日ごろから地震に対する正しい心構えを身に付けておきまし

ょう。

市では1月17日南午前中、市役所駐車場で、防災訓練および爆破テロも視

野に入れた消防局第一方面（中央、西口、二十世紀が丘消防署）による消防

演習を実施します。この間の車での来庁はご遠慮ください。

固防災課Q366-7309

1｡自分自身の備え

●身の安全を確保

●地震の揺れがおさまったら､ 余震に気を

付けながら､ 火の元や周囲の状況を確認

●火の手があがっていれば､ すぐに初期消

火を

●けがをしている人がいれば､ 救出と応急

手当てを

2. 家庭での備え

●家具や冷蔵車などの固定と配置場所を考

える

●建物全体の点検と必要に応じた補修

●非常持ち出し品のチェックおよ萌呆管場

〔自 主防 災 組織 の例 〕

所の確認

●家族全員で避難場所のも鶴忍

3. 地域での備え

●日ごろから町会、自治会等を中心に組織

的に活動できる体制づ＜リ（自主防災組織

の結成や防災訓練）をしておきましょう。

～自主防災組織を結成しましょう～

市では、自主防災組織結成への相談を行

っています。また､ 結成にあたって防災資

機材購入費の補助制度がありますので､ 防

災課(Q366 ―ﾜ309) へお問い合わせく

ださい。

～ 陣ヶ 前 自治 会 が自 主 防災 組 織を 結成 ～

陣ヶ前自治会では昨年の12 月、「自分たちのまちは自分たちで守る」という

防災意識のもと。佐藤留治自治会長を本部長に、緊急時に助けあえる自主防災

組織を結成しました。

12月９日には早速、近くの美野里公園で総勢約100 人による煙道訓練、担架で

の搬送、バケツリレーなどの防災訓練を実施し、自主防災組織の活動 がスター

トしました。

第
3
5

回
　

シ

テ

ィ

ー

ミ

ニ

コ

ン

サ

ー

ド

１
月
1
6日
團
午
後
Ｏ
時
1
5分
～
Ｏ

時
4
5分
　

会
場
市
役
所

一
階
連

絡
通
路

内

脊
村
藤
雄
厚

（
ア
コ

ー
デ
ィ

オ
ン
）
に

よ
る
「
カ
チ

ュ

ー
シ
ャ
」
ほ
か
を
演
奏
　

菩
用

無
料

※
生
の
演
奏
を
お
子
さ
ん
と
一
緒
に

お
楽
し
み
く
だ

さ
い
。

団
社
会

教
育
課

公
3
6
6
・
7
4
6
2

イ ン フ ル エ ン ザ に 負 け な い た め に

「か かる 前に予 防。こ じら す前に 治療」

☆からだの抵抗力をつける

●十分な栄養と休養をとる・ ストレスをためない

☆ウイルスをもらわない

●人込みをさける・ 室内の乾燥に気をつける・手洗いとうがいをする

●マスクを着用する

☆かかったかなと思ったら

・とにかく安静 ●水分を十分にとる・保温も大切（体を冷やさない）

●食事は消化のよい泗かいものを

早＜治すには無理をしないことです。特に、お年寄りや子ども、持病

のある人は重症化しやすいので、軽く考えないで早めに医師に診てもら

いましょう。

廱インフルエンザ相談ホットライン（3月29日廁まで）

国立感染症研究所感染症情報センター登03-5285-1231M03-5285

-1233 、E メール　influ  enza@nih.go.jp

錙インフルエンザに関するホームページ

厚生労働省ホームページ　http : //www.mhlw.go.jp

国立感染症研究所・感染症情報センターホームページ　http : //idsc.

nih.go.jp/index  ― j.html

圖保健福祉課予防衛生係e366 ―ﾜ484

日

時
…
１
月
1
9日

剛
午
後

１
時

か
ら

会

場
・
：
運
動
公

園
体
育
館

内
容
…
知
事

が
県
民
と
直
接

ふ

れ
あ

い
、

さ
ま
ざ
ま
な
立
場

の

意
見
を

聞
き
県
政
に
反
映

さ
せ

る対
象
：
市

内
在

住
・
在
勤

・
在

学

の
人

定
員
：
先

着
四
百

人
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ち
物
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上

履

き

曹
用

…
無
料
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日
会
場
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県

庁

広
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課

県

民
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ー
室
千

葉
な
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0
4
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・
2
2
3
・
2
2
4
6

知

事

と

語

ろ

う

「
千
葉
な
の
花
県
民
会

議
」
の
参
加
者
を
募
集

地震から自分を、家庭を、地域を守るポイント
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※身近な情報をお寄せください。

よ
い
し
ょ
、
よ
い
し
ょ

園
児
が
お
相
撲
さ
ん
と
も
ち
つ
き

【
】
ト

ー
ル

ベ

イ

ン

ト

入

門

１
月
2
8日
、
２
月
４

囗
・
1
8日

の
月
曜
日

〔
全
三

回
〕

午
前
1
0時

～
正

午

会
場

タ
ウ
ン
ス
ク
ー
ル

根
木
内
（
根
本

内
小

学
校
内

）
　
内

容
簡
単
な
筆
使

い
で
描
け

る
作
品

を
三
点
制
作
　

費
用
五
千
円

（
材

料
費
を
含
む
）

※
保
育

あ
り

（
一
回
五
百
円

、
二

歳
以
下
八
百
円
）

圃
電
話
で
ト

ー
ル

ペ
イ
ン
ト
サ
ー

ク
ル

ペ
イ

ン
テ
ィ

ン
グ
Ｋ

・
北
村

昔
0
4
3
・
2
9
6
・
3
6
6
2

へ

1
2月
2
0日

、
小

金
北
保
育
所

で

も
ち

つ
き
が
、
行
わ
れ
ま
し
た
＝

写
真
＝

。

鳴
戸

部
屋

の
力
士

が
応
援
に
駆

け
付
け

、
園
児
た
ち

の
「
よ
い
し

ょ
、
よ
い
し

ょ
」

の
掛
け
声

の
も

と
、

あ
わ
せ
て
十
三

回
の
お
も
ち

を
力

強
く

つ
き
ま
し
た
。

年

長

の

ぞ
う

組

の

園
児

た

ち

も
、

も
ち
つ
き
に
挑

戦
し
、

初
め

て
の
体
験
に
大
喜
び

。

つ
き
た
て
の
お
も
ち
は
、

早
速

き
な
粉
も
ち
に
し
て
、
み

ん
な
で

お
い
し
く

食
べ
ま
し
た

。

［

］
シ

ョ

ー

ト

テ

ニ

ス

教

室

１

月
2
6
日

～

４

月
2
7
日

の
毎

月

第
二

・
四

土

曜

日

〔
全

七

回
〕

Ａ

コ

ー
ス
＝

午
前

９

時

～
1
0
時
1
5
分

、

Ｂ

コ

ー
ス

＝

午

前
1
0
時
1
5
分

～
1
1
1
1

一

時
3
0
分

、

会

場

い

ず

れ

も
栗

ケ

沢
小

学

校

対

象

年
長

児

～

小

学

五

年

生
　

定

員

各
コ

ー

ス
先

着

四

十

人

費

用

四

千

円

（
保

険

料

を

含

む

）

圃

１

月
2
0
日

㈲
〔
必

着

〕
ま

で

に

、

往

倶
（

ガ

キ

に
コ

ー

ス
名

・
住

所

・
氏

名

・
学

年

・
電

話
番

号

を

記

入

し

て

、

〒
2
7
0
－
0
0
2
1

松

戸

市

小

金
原

二

の
二

〇

の
二

四
　

千

葉
県

ジ

ュ

ニ

ア
委

員

会

・
飯

島

徳

子

（

豊
3
4
4・
3
2
3
2

）

へ

ス
タ
ー
ト
地
点
の
東
漸
寺

１
月

１
口
‥
、
小
金
周
辺

の
寺
社

を
巡
る
初
詣
歩
け
歩
け
会

が
行
わ

れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
小
金

の
町
を
知

っ
て

も
ら
お
う

と
、
東
漸
寺
を
出
発
し
、

本
土

寺
、

広
徳

寺
、
赤

城

神
社
、

鯲
羽
鷹
神
社
、
幸
谷
観
音
、
日
枝

神

狸
、
八
坂
神
社
ま
で
を
み
ん
な

で
歩
こ
う
と

い
う
も
の
で
す
。

当
日
は
、
約
二
百
人

が
参
加

し
、

ゴ

ー
ル

の
八
坂
神
社
で
完
歩
証
を

も
ら
う
と
、
参
加
者
全
員
晴

々
と

し
た
表
晴
を
し
て

い
ま
し
た

。

消
防
出
初
式
を
開
催

【

】
社

交

ダ

ン

ス

初

心

者

講

習

会

１
月
1
9日

～
２
月
2
3日

の
毎
週

土
曜
日

〔
全
六
回
〕
午
後
５
時
～

６

時
3
0分

会
場
八
ヶ
崎
市
民

セ

ン

タ
ー
　

費
用
無
料

（
た
だ
し

テ

キ
ス
ト
代
千

円
）

固

み
さ
き

ダ
ン
ス
・
山
西

昔
0
9
0
・

１
５
４
２

・
5
9
4
0

［
］
小

金

原

老

人

福

祉

セ

ン

タ

ー

新

春

芸

能

発

表

会

１
月
2
6日

出
午
前
1
0時
～

午
後

４

時
　

会
場
小

金
原
市
民

セ
ン
タ

ー
　

内
容
民
謡

・
舞
踊

・
カ
ラ
オ

ケ
ほ
か
　

費
用
無
料

圄

小
金
原
老
人
福
祉
セ
ン

タ
１

公

3
4
4
・
8
2
7
0

1月ワ日、消防訓練センターで新春幀例

の消防出初式が行われました。

消防局・消防団 一企業自衛消防隊によ

る消防演習のほか、幼年消防クラブ員の、

フィールドドリル、イ半なはっぴ姿のぱ

工業組合の皆さんにょるはしご乗りなど

多彩な催しに、見物人から盛んな拍手が

送られました。

［
］
み

ん

な

あ

つ

ま

れ

く

る

み

の

木

（
お

遊

び

会

）

１
月
2
6日
出
午
前
1
0時
～
正
午

会
場
小

金
原
幼
児
教
室

（
小

笠
原

三
丁

目
）
　

内
容
屋
外

・
室
内
遊

び
　

対
象
二

∴
二
歳
児
と
そ
の
保

護
者
　

持
ち
物
着
替
え
　

費
用
百

円

（
保
険
料
）

回

小
金
原
保
育
の
会
幼
児

教
室

・

武
中

昔
3
4
5
・
0
0
1
2

［

］
グ
ラ

ウ
ン

ド

ー
ゴ

ル

フ
大

会

１
月
2
0日

㈲
午

前
９
時
～
正

午

〔
小
雨

決
行
〕
　
会
場
八
ヶ
崎
小

学

校

費
用
百
円

（
保
険
料
）

圃
当
日
会
場
で

固

体
育
指
導

官

貝
・
泉

昔
3
4
3
・
９

［
］
卓

球

お

よ

び

ラ

ー

ジ

ボ

ー

ル

卓

球

初

心

者

教

室

２

月
1
0日

㈲
・
1
7日

剛
午
前
９

時
～

午
後
１
時

（
８
時
5
0分
受
け

付
け

）
　

対
象
車

内
在
住
の
人

会

場
小

金
原
体
育
館
　

内
容

基
本

か
ら
練
習

試
合

ま
で
　

費
用
百
円

（
保
険
料
）

圃
当
日
会
場
で

固

体

育
指
導

宮

貝
・
木
村

昔
隰
3
4
2

・
戸り
９【
】９【
】Ｑ
り

【

】
松

戸

市

合

気

会

毎

週
日

曜
日

午
後
７
時
～
９

時

会

場
小

金
原
体
育
館
　

対
象
小

学

生
女
子

・
青
年
・
壮
年

費
用
大

人
月
四
千
円

、
小

学
生
～
大
学
生

と
女

性
月

三
千
円

（
入
会
金
二
千

円
）

圖

今
井

昔
3
4
2
・
2
0
0
3

［

］
小

金

北

ダ

ン

ス

サ

ー

ク

ル

（
社

交

ダ

ン

ス

）

毎
週
土

曜
日

午
後
７
時
～
９
時

会
場
小

金
北
市

民
セ
ン

タ
ー
　
対

象

あ
る
程

度
踊

れ
る
大

（
男
性
歓

迎
）
　

費
用
月
三

千
円

（
入
会
金

二
千
円
）

固

高
野

登
3
4
6
・
1
6
7
7

［

］
日

踊
会

（
社

交

ダ
ン

ス

）

毎
週
日

曜
日

午
後
７
時
～
９
時

会
燗
小

金
原
市

民
セ
ン

タ
ー
　
内

容
夫
婦
ま

た
は
ペ
ア
で
練
習

費

用
月
三
千

五
百
円

（
入
会
全

一
千

円
）

圖

和
田
a
3
4
5・
0
7
2
7

（
夜
間

の
み

）

【

】
奥

様

い

け

花

会

毎

週
火

曜
日

午
前
1
0時
～
午
後

２
時

会

場
馬

橋
東

市
民
セ
ン

タ

ー
　
内
容

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ

メ

ン
ト

と
い
け
花
　

費
用
月
二
千
五

百
円

（
入
会
金

な
し

）

小 ・中学校入学 通知書を各家庭に郵

送します

今春4月､市立小学校へ約4,500人､市立

中学校へ約3,600人が入学する予定です。

入学通知書は、１月25 日ごろ郵送する

予定です。該当するお子さんがいて、１

月末までに通知書が届かない場合は、ご

連絡ください。

入学指定校に入学することができない

事情がある場合は、ご相談ください。

瞑市教育委員会学務課S366-7457

簿記検定直前対応講座( 日商簿記検

定3 級程度)

1月23日㈲･25 日㈲･28 日(月)･30日休)、

2 月゙1日脂 ・８日脂・13日伽 ・15日㈲〔全

8回〕午後6後～8時　会場松戸商工会議

所　定員先着30人　持ち物筆記用具・電

卓またはそろばん　費用10,000円( テキ

スト代を含む、会員8,000円)

圃 費用 を持って直接、松戸商工会議所

(松戸2060、S364-3111) へ

自宅 の耐震相談をしてみませんか

１月23 日團 午前10 時～午後4時　会場

八柱市民センター　内容木造在来工法住

宅の簡易耐震診断相談　持ち物自宅の平

面図（間取り図） 費用無料

圃電話で建築指導課構造設備係登366

7368 へ

甲種防火管理講習会

2月14 日㈲ ・15日㈲午前9時30 分～午

後5時　会場市消防局　定員先着130 人

費用4,000円（テキスト代）

圃1 月17 日困 ～24 日休）の間に、直接市

内各消防署または消防局予防課へ

固 消防局予防課査察調査係c363-1114

マンション問題個別相談会

2月12 日(火)午後1時30分～3時30 分 会

場白井市役所2階相談室　内容マンショ

ン管理組合が抱えるマンションの維持・

管理・運営、大規模修繕等に関する問題

に、専門の弁護士・建築士が個別に相談

定員先着各4人( 計8人) 費用無料

圃電話またはファクスで住まい情報セ

ンター登〔〕43―223 ―3265EI043 ―225 ―

1850へ

博 物 館 自 然 史 講 座 「 魚 の つ く り ～ 透

明 化 二 重 染 色 法 に よ る 骨 の 観 察 」

2 月３日（日）・10 日（日）・17 日 ⑤〔全3 回 〕午

前10 時 ～ 正 午　 会 場 市 立 博 物 館 実 習 室

内 容 筋 肉 を 透 明 化 し て 骨 だ け を 軟 骨 ・ 硬

骨 に 分 け 染 色 す る 技 術 を 用 い て 骨 格 標 本

を 作 製 し 、 魚 の 骨 の 構 造 を 観 察　 講 師 国

立 科 学 博 物 館 ・ 渋 川 浩 一 氏　 対 象 中 学 生

以 上 定 員30 人（抽 選 ） 費 用 無 料

圃1 月25 日 脂 〔必 着 〕 ま で に 、往 復 ハ ガ

キ に 住 所 ・ 氏 名 ・ 電 話 番 号 を 記 入 し て 、

〒270-2252 松 戸 市 子 駄 堀671 市 立↑専物

館 「自 然 史 講 座 」 係(25384 ―8272) へ

松戸市職員を募集

職種業務員（調理員等） 募集人員各

若干名 対象昭和36年4月２日以降に生ま

れた人 受付期間1月15日㈹～21 日向）午

前9時～午後4時45分（土・日曜日を除く）

圜人事課人事係登G66-7306

松戸税務署非常勤職員（短期）の募集

期間2月中旬～3月下旬　職務補助作業

および軽作業 対象18歳以上50歳未満の

人（学生可）　募集人数若干名

圖松戸税務署総務課.0363-1171

東葛飾地方家庭科( 小学校) 、技術・

家庭科( 中学校) 作品展

１月18日脂～20 日(日)午前10時～午後7

時　会場あびこ市民プラザ　費用無料

圜 市教育委員会指導課Q366-7458

「おもち ゃの病 院」ボランテ ィア体

験講座

2月13日出 ・14日出 ・15日銜〔全3回〕

午前10時～正午　会場ふれあい22（健康

福祉会館） 対象市内在住で全回受講で

きる人　定員20人（抽選）　費用200円

圃1 月22日㈹〔必着〕までに、往復ハガ

キに氏名・住所・電話番号・返信用あて

名を記入して、〒271 -0094 松戸市上矢

切299 の1総合福祉会館内 松戸市社会福

祉協議会「おもちゃの病院ボランティア

体験講座」係(0362  - 5963) へ

介護予防教室 「もの忘 れ予防教室」

１月22日収）午後1時30分～3時30 分 会

場小金原市民センター　講師介護老人保

健施設栗ケ沢デイホーム施設長・旭神経

内科病院院長・旭佞臣氏　費用無料

固 小金原地区在宅介護支援センターa

383 ―3111

千 葉 県 生 涯 大 学 江 戸 川 台 校 舎 陶 芸 専

攻 科1 ・2 年 生 の 作 品 展

１月23 日魯）～26 日出 午 前10 時 ～午 後8 時

（ だだ し初 日 は正 午 か ら、 最終 日 は午1飭

時 ま で）　 会 場 柏市 民 ギ ャラ リ ー （柏 高

島 屋 Ｓ館8 階 ）　 費 用無 料

匝 千 葉県生 涯大 学00471-52-1181

伝
統
的
な
は
し
ご
乗
り

６ ３ ヨ
１ ２ 堀
９ ４ ＃

５ 公

・090
9　・

催

し

物

小金・小金原・

馬橋支所版

会

員

募

集

岫
詐
言
諳
ご
燵



※身近な情報をお寄せください。

金
ヶ
作
小
学

校
が
、
全
国
花たしまて育でなんみ

会

員

募

集

※
都
合
に
よ
り
会
場
等
は
変
更

に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

［
］
常

盤

平

老

人

福

祉

セ

ン

タ

ー

ク

ラ

ブ

活

動

毎
週
木
曜
日
午
前
1
0時
～
正

午

会
場
常
盤
平
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー

内
容
日
本
舞
踊

対
象

市
内
在

住

で
六
十
歳
以
上
の
人

定
員
先

着

五
人
　

費
用
無
料

圃
電
話
で
常
盤
平
老
人

福
祉
セ
ン

タ
１

＆
誣
・
0
2
0
1

へ

［

］
と

き

わ

平

少

年

少

女

合

唱

団
毎
週

土
曜
日
午

後
３
時
～
６
時

会
場
常

盤
平
市
民

セ
ン
タ
ー
　

費

用
月
三
千
円

（
入
会
金

な
し

）

固
加

藤

昔
3
8
4
・
6
0
7
9

を
受

賞
し

ま
し

た
。

こ

れ
は
花

づ
く

り

の
状
況

や
、

花

づ
く
り

を
通
し
て

の
先
生
と
児

童

、
そ
し

て
地
域
の
人
の

「
ふ
れ

あ
い
」

と
「
思

い
や
り
」

が
評
価

さ
れ
た
も
の
で
す
。

石

川
江

美
校
長
は

「
今

回
の
受

賞
で
、
児

童
が
花
へ

の
関
心
を

持

つ
こ

と
で
、
花
を
大
切
に
す

る
心

、

ま

た
、
大
を
大
切
に
す

る
あ
た

た

か
い
心

を
も
っ
て
ほ
し

い
」
と
話

し

て
く

れ
ま
し

た
。

【
】
松

戸

ミ

ニ

バ

ス

ケ

ッ

ト

ボ

ー

ル

ス

ポ

ー

ツ

少

年

団

小

学

校

休

校

日

の

土
曜

日

・
日

曜

日

・
祝

日

午

前

９

時
～

午

後

１

時

（
低

学

年

は

午

前

１１‥一
時

ま

で

）

会

場

高

木

小

学

校

体

育

館
　

対

象

小

学

ぶ

Ｔ

盍

年

生

の
女

子

費

用

年

一
万

二

千

円

（
ス

ポ

ー

ツ

保

険

料

等

別

）

※
体

験

練

習

を

希

望

の
人

は

、
事

前

に

ご

連
絡

ぐ

だ

さ

い
（
無

料

）
。

圈

松

田

昔
0
9
0・
８

７

２

２

・
７

６

「

」
常

盤

平

英

会

話

サ

ー

ク

ル

蔽

」
毎

週

水

曜

日

午

前
1
0
時

～
1
1
1
1

一
時

会

場

常

盤
平

市

民

セ

ン

タ

ー
　

内

容

初

級

程

度

の

英

会

話
　

費
用

月

科

学

作

品

展

で

知

事

賁

を

受

賞

羽
根
青
玄
さ
ん
（
金
ケ
作
中
学
校
）

忿
ヶ
作

中
学
校
三
年

の
羽

根

岫み佰ぐ帽聡
″

心

一
い
］

隴ヨ

袒

士？
’

園
児

た
ち

も
大

興
寉・

三

千

七

百

円

（
入

会

金

な

し

）

圖

宮

川

音
3
8
5・
8
9
4
3

【
】
詩

の

レ

モ

ン

の

会

毎

月

第

四

火

曜

日

午

後

１
時

～

４

時

会

場

常

盤

平

市

民

セ

ン

タ

ー
　

内

容

け

作

品

の
詩

を

持
ち

よ

り

な

能

し

あ

う
　

費

用

几

二
百

円

（
入

会

金

な

し

）

ｍ

金

田

音
3
4
6・
0
1
8
2

【
】
エ

ー

デ

ル

ワ

イ

ス

ダ

ン

ス

サ

ー

ク

ル

毎

週

金

曜

日

午

後

６

時

～

９

時

会

場

松

飛

台

市

民

セ

ン

タ

ー
　

内

容

初
級

＝

第

一
歩

か

ら

わ

か
り

や

す

く

、
中

級

＝

パ
１‐‐・
テ
ィ

ー

で

楽

し

く

踊

れ

る

く

ら

い

に
　

費
用

月

三

千
円

（
入

会

金

千

円

）

國

川

上
｛
一一
3
8
5
・
1
5
1
1

し
ま
し
た
＝

写
真
＝

。

作
品
名
は

「
人
工
筋

肉
と
ケ
サ

ラ
ン

パ
サ
ラ

ン
も

ど
き
」
。
こ

れ
は

電
磁
石
を
使
用
し
、
鉄

と
ア
ル
ミ

の
鎖
に
磁
気
を

あ
た
え

て
伸

縮
さ

せ
、
そ
れ
を
人
工

筋
肉

に
見
立

て

た
も

の
で
す

。

「
大
好
き
な
科

学
で
賞
を
い
た

だ
け
、
大
変
う

れ
し

い
で
す
。
将

来
は
、
電
気
工

学
の
道
に
進
み
た

い
」
と
話
す
羽
根

さ
ん
。
今
後
の

活
躍

が
楽
し

み
で
す

。

の

劇

・
何

使
喜
　

み

を
い

蠅
み
た
は

を
大
　

る
気
て

主
る
し
め

体
に
　

ぐ
元
し

が
ぐ
ま

初
全
劇
　

着
も
話

員
釁
れ
　

ヽ
体
み
　

な
に
は

全
る
わ
い

。ヽ
る
　

ル

員
長

員
よ
行
違

が
ぐ
　

フ
職
園

恆
に
が
と

た
着
　

ワ
　
ヽ
子

で
Ｊ
‐
亅
劇
し
る
　

パ
く
弘

園
彭

一
形

で
じ
　

で
な
塚

育
Ｆ

イ
人

ち
演
　

い
で
篠

保
ル
テ

る
た
に
　

ぱ
り
と

言

休

碧

卜
言

六

サ

ス
れ
う
し
　

気
ち
し

ヽ
ア
マ
慣

惑
楽
　

元
た
ま

旧

イ
ス
見

戸
も
　

も
児
れ

Ｉ

テ
リ

も
と

て
　

て
園

く

゜

月
ン
ク
つ

う
と
　

と
　
ヽ
て
た

1
2ラ

わ
い
ろ
て

゜
Ｆ

は
え
し

ボ
ぷ
　

だ

っ
け
　

劇
与
ま

［
］
健

康

づ

く

り

グ

ル

ー

プ

円

毎
週
木
曜
日
午
後
２

時
3
0分
～

４
時

会
場
常
盤
平
市
民

セ
ン
タ

ー
　
対
象
六
十
歳
く

ら
い
ま
で
の

女
性

費
用
年
四
千
円

（
入
会
金

な
し
）

圖

曽
根

昔
3
6
2
・
4
0
5
6

催
　

し
　

物

［
］
ソ

フ

ト

テ

ニ

ス

教

室

２
月
1
7日

㈲
午
前
1
0時
～
正

午

会
場
東

部
ス

ポ
ー
ツ
パ
ー
ク
　

定

員
先
着
二
十
人
　

費
用
百
円

（
保

険
料
）

匣
電
話
で
体

育
指
導

委
員
・
織
川

音
3
9
2
・
6
7
6
2

へ
（
当
日
可
）

【

】
フ

ァ

ミ

リ

ー

バ

ド

ミ

ン

ト

ン

ー
ソ

フ

ト

バ

レ

ー

ボ

ー

ル

教

室１

月
2
7
囗

㈲
午

前

９
時

～

正

午

会

場

常

盤
平

第

一
小

学

校
　

費

用

百

円

（
保

険

料

）

圃

当

日

会

場

で

圖

体

育

指
遺
萎

員

よ
（
戸

昔
3
8
9・

【

】
ア

ニ

メ

ー

シ

ョ

ン

映

画
「

か

ん

か

ら

さ

ん

し

ん

」

１

月
1
9
日

由

午

後

１

時
3
0
分

～

２
時
5
0
分

と

午

後

３

時
2
0
分

～

４

時
4
0
分

会
殲
常

盤
平

幼

稚

園
（
新

京
成

常

盤

平

駅

下

車

徒

歩

三

分

）

定

員

各
先

着

二

百

人
　

費

用

三

歳

児

以

上

五
百

円

固

常

盤

平

幼

稚

園

・
吉

野

霓

匹
・

［

］
松

戸

村

立

雑

学

大

楽

「

色

を

上

手

に

着

る

」

１

月
2
0
日

佃

午

後

２

時

～

３

時

3
0分

龠
場

サ

ン

ヨ

ー
ホ

ー

ム

薪

京

成

八

柱

駅

下

車

徒

歩

二

分

）

講

師

田
丸

静

子

氏
　

費

用

無

料

団

金

本
（
サ

ン

ヨ

ー

ホ

ー
ム

内
）
昔

3
8
6
・
0
2
2
1

［
］
手

芸

講

習

会
（
指

あ

み

等

）

１

日
盾
谷
口
、
２
日
い７

日

・
2
1
日

、

３
月

７

日

の
木

曜

日
〔
全

四

回

〕
午

後

１

時

～

３
時

会

場

ふ

れ

あ

い

2
2（
健

康

福

祉

会
館

）
　

対

象

障

害

の

あ

る
人

ま

た

は

六

十

五

歳

以

上

の
人

定

員
先

着

三

十

人

費

用

材
料

費

実
費

圃

電

話

ま

た

は

フ

ァ

ク
ス

で

創

作

グ
ル

ー

プ
松

の

実

の

会

・
秋

元

昔

唆
3
6
2・
6
4
7
5

（
午

後

８

時

～

９

時
3
0
分

）

へ

【
】
東

松

戸

病

院

健

康

塾

１

月
2
5
日

窗
午

後

３

時

～

４

時

3
0分

会

場

東

恰

尸
病

院

大

会

議

室
　

テ

ー

マ
飲

み
込

み

が
困

難

な

人

へ

の

、

ム

セ
込

み

を

防

ぐ

食

事

介

助

の
工

夫
　

講

師

東

松

戸

病

院

リ
（

ビ
リ

テ

ー

シ

ョ

ン
冊

亘

諳
聴

覚

士
　

定

員
先

着

七

十

人
　

費

用

無

料
圃

電

話

で
東

松

戸

病

院

保

健

福

祉

医

療

室

登
3
9
1・
5
5
0
0

へ

平成14 年 度松戸 市入札 参加 資格 審

査申 請( 中間) の受け付け

対象物品納入業者( 建設工事資材を含

む)、委託業務業者( 設計・測量・コン

サルタントを含む)、建設工事業者( 建

設業者のみで物品納入業者および委託業

務業者を除く)　 受付期間2月４日剛～

13日團( 土・日曜日、祝日を除く) 受

付時間午前9時～11時30 分と午後1時～4

時　会場衛生会館3階会議室

※申請書は地下1階売店前で販売(500円)

(午前9時～午後4時30分。土・日曜日、

祝日を除く)

※中間年の受け付けですので､資格は1年

間です( 平成13 ・ 14年度で手続き済み

の場合は不要)。

圖契約課0366-1151

住宅 リフ ォーム相談と市民講座

１月19 日出 午前10 時～午後4時＝住宅

リフォーム相談、午後2時～3時＝市民講

座（松戸住宅リフォーム相談員によるリ

フォームのポイントとバリアフリー住宅）

会場馬橋東市民センター　費用無料

圃当日会場で

圈松戸住宅リフォーム相談員協議会公

361 -9545

平成14 年 度松戸 市簡易修繕 （営繕）

業務 受注 資格 審査申 請（中 間）の受

け付 け

入札の対象とならない市発注の簡易修

繕（営繕）業務を希望する業者の登録を

行います。登録を希望する市内業者の人

は申請をしてください。ただし、平成13

・14年度の入札参加資格審査申請をされ

た人および平成14年度（中間）の入札参

加資格審査申請をされる人を除きます。

対象市内業者（申請をする業種の施工

実績があり、技術または資格を有する市

内に本店のある法人および個人事業者）

資格有効期間1年間　受付期間2 月４日側

～13 日伽 （二£・日曜日、祝日を除く）

受付時間午前9時～11 時30 分と午後1時

～4時　会場衛生会館3階会議室

※申請書は契約課で配布（無料）

圖契約課45366-1151

野 鳥 観 察 会( 市 川 市 大 町 自 然 観 察 園)

1月20 日(日〉午前8 時30 分松 戸 駅東 ロ デ ッ

キ上 集 合、11 時30 分現 地 解散〔雨 天 中止 〕

持 ち 物観 察 用 具な ど　 費 用交 通 費 実費

固 拊 まつ ど 街 と水 辺 の 緑化 基 金25345

9846

普 通 救 命 講 習 会

１月3〔〕日團 午 前9 時30 分 ～ 午 後O 時30 分

会 場 消 防 局5 階 講 堂　 内 容 心 肺 そ生 法 ・

止血 法　 定 員先 着30 人　 費 用無 料

※修了 者に 普 通救 命 講習 修了 証 を交付 。

一 時保 育 あ り(1 歳10 ヵ 月以 上 就 学 前、

お や つ代1 人200 円 、要 予 約)

圃1 月16 日伽 ・17 日 ㈲ 午 前8 時30 分～ 午

後5 時 の 間 に 、 電 話 で 消 防 局 救急 防災 課

指導 担当c363 ―1116 へ

学童保育基盤整備検討委員会の開催

１月23日伽 、2月20 日伽 各午後7時～9

時　会場市役所議会棟3階特別委員会室

傍聴定員各先着20人

圃電話で児童福祉課家庭支援係S366  ―

7347  (2月20日分については1月24日㈲か

ら受け付け）へ

再生自転車を販売

１月19日出午前10時～午後3時　会場生

きがい福祉センター　販売台数20台（売

り切れ次第終了）　価格5,000円～9,000

円（消費税込み、防犯登録付き）　交通

五香駅東口から新京成バス乗車､「新栄町

入口」下車

固㈹松戸市シルバー人材センターQ384

-3191

情報センタ ービ デオ編集講座( 初級

・中級)

１月25日㈲・26 日出・27 日⑧各午後1

時30 分～4時30 分　会場森のホール21情

報センター　内容自分で撮影したビデオ

にタイトル・音楽を入れ編集を体験する

対象初めて講座を受ける人　定員各日先

着6人　持ち物自分で撮影したビデオテ

ープと新しいビデオテープ 費用無料

圃悁17 日出午前10時から、電話で森の

ホール21情報センターS384 ―5050へ

平成14 年度分国 民年 金保 険料の 納

付先が市 から国 へ変更

平成14年度分国民年金保険料の取り扱

いが市から国（社会保険庁）に、次のよ

う変更となります。

■保険料の納付先は、市から国に

■保険料の納付案内書は、国から送付

■口座振替の利用者は､振り替え先が国

に移行（移行に関しての本人の手続きは

不要。国が行います）

※平成13年度分の保険料については、４

月30日㈹まで市で取り扱います（5月1

日以降は国の扱い）。

圓国民年金課保険料係登366-7352 、松

戸社会保険事務所c345-5525

い
っ
ぱ

い
コ
ン
ク
ー
ル
で
優
良
賞

青
玄
さ
ん
が
、
千
葉
県
児
童
・
生

徒
・
教
職
員
科
学
作
品
展
科
学
工

夫
作
品
の
部
で
、
知
事
賞
を
受
賞



新松戸駅西口周辺の

環境美化一斉行動を実施催
　
し
　
物

【
】
シ

ョ

ー

ト

テ

ニ

ス

教

室

１
月
2
6囗
～
４
月
2
7日
の
毎
月

第
二

・
四

土
曜
日

〔
全
七
回
〕
Ｃ

コ

ー
ス
＝
午
後
１
時
～
２
時
1
5分
、

Ｄ
コ

ー
ス

ー
午
後
２
時
3
0分
～
３

時
4
5分
　

会

場
和
名

ケ
谷
小

学
校

対
象
年
長
児
～
小
学
五
年
生
　

定

員

各
コ

ー
ス
先
着
四
十
人
　

春
用

四
千
円

（
保

険
料

を
含
む
）

Ⅲ

１
月
2
0日

㈲
〔
必
着
〕
ま
で
に
、

往

俣
（

ガ
キ
に
コ

ー
ス
名

・
住
所

・
氏
名

・
学
年

・
電
話
番

号
を
記

入
し
て
、

干
2
7
0
－
0
0
2
1

松

戸

市
小

金
原
二

の
二

〇
の
二
四

千

葉
県

ジ
ュ

ニ
ア
委

員
会

・
飯
島
徳

子

（

豊
3
4
4
・
3
2
3
2

）
へ

※身近な情報をお寄せください。

所などの16 団体350 人が、新松戸駅西口周辺の環

境美化一斉行動を実施しました＝写真＝。

これは、駅周辺の良好な都市環境が損なわれつ

つある状況を、吝施設管理者と住民が協調して改

善しようと 、駅周辺や新坂川の清掃 、歩道不法使

用の指導、違法駐車車両への警告、電柱・電話ボ

ックスの張り紙の除去などを行ったものです。

参加者の皆さんは、「このような行動が、生活し

ている自分だものまちに対する意識の高揚に、つ

ながってくれれば」と話していました。

［

］
松

戸

ボ

タ

ニ

カ

ル

ー
ア

ー

ト
（
植

物

細

密

画

）
入

門

講

座

１
月
2
3日

水
・
2
8口

菲
、
２
月

４
日

涯
・
1
3日

水

〔
全
四
回
〕
午

後
１

時
～

３
時
（
最
終
日
は
正

午

～
午
後
２

時
）
　

会
場
女
性
セ
ン

タ
ー
ゆ
う

ま
つ
ど
　

定
罍

亢
着
十

五
人

蓄
爾
宅

千
円

（
花

代
・
用

紙
代
を
含

む
）

圃
電
話
で
川
端

登
3
4
3
・
8
4
0
9

（
夜
間

の
み

）
へ

【
】
と

も

し

び

読

書

会

１
月
1
7日

水
午
前
1
0時
～
正

午

会
場
女
性
セ
ン

タ
ー
ゆ
う

ま
つ
ど

テ
キ
ス
ト
「
藤
村
の

パ
リ
」
河
盛

好
蔵
著

（
新

潮
文
庫
）
　

費
用
三

百
円

圃
電
話
で
三
戸

公
3
8
9
・
7
6
6
0

へ

新
松
戸
北
中
で
オ
ペ
ラ
コ
ン
サ
ー
ト

1
2月
３
日

、
オ
ペ
ラ
歌
手

の
西

松
訃

昧
子

さ
ん

が
、
地
元

の
新
松

戸
北
中
学
校
で
コ
ン
サ

ー
ト
を
行

矢 切 神 社 で
福 ネ ギ を 奉 納

「

」
の

ぞ

み

学

園

作

品

展

示

・

即

売

会

１

月
1
5
日

天

・
1
6
日

則

午
前

９

時
～

午

後

４

時

会

場

市
役

所

一

階

連

絡

通

路
　

内

容
陶

芸

・
縫

製

・
木

工

作

品

ほ

か

固

の

ぞ
み

学

園

昔
3
6
8・
1
6
5
5

「

」
風

の

子

サ

ー

ク

ル

見

学

会

１

月
1
5
日

火

・
3
0
日

則
午

前
1
0

時
3
0
分

～

正

午

会

梛
馬
雉

甲
央

会

館

（
相

川

公

園

隣

り

）
　

内

容

絵

本

や

子

育

て

に

つ

い
て

学

び

、

親

と

子

が
と

も

に
成

長

し

て

い

く

サ

ー

ク

ル

の
紹

介

・
当

日

は

親
子

遊

び
　

呰
用

二

百

円

圖

親

子

で

育

つ
風

の
子

サ

ー

ク

ル

・
倚

舘

公

猖

・
2
2
7
4

［

］
映

画

「

こ

ど

も

の

時

間

」

１

月
2
9
日

天

①

午
前
1
0
時
3
0
分

～

‥
1
1
1
1

時
5
0
分

②

午
後

１

時
3
0
分

～

２

時
5
0
分

③

午
後

４

時

～

５

時
2
0

分

①

午
後

７

時

～

８

時
2
0
分

会

場

市

民
劇

場

内

容

い
な

ほ

保

育

い
ま
し
た
＝

写
真
＝

。

西
松
さ
ん
は
、
二
〇

〇
一
年

度

の

グ
ス

タ
フ

・
マ
ー
ラ

ー
・
ヨ
ー

ロ
ッ

パ
賞
を
日
本
人
と
し
て
初

め

て
受

賞
し
た
オ

ペ
ラ
歌
手
で
す

。

そ
の
美
し

い
歌

声
に
、
生
徒
た

ち
は
鴿
蕎
て

て

い
ま
し
た
。

「
こ

れ
を
機
会

に
音

楽
へ

の
関

心

が
高
ま

っ
て
く

れ
れ
ば
、
う

れ

し

い
。
ま

た
、
今

後
は
地
域
で

の

活
動

を
広
げ
て

い
き

た
い
」
と
西

松
さ
ん
は
話

し
て

い
ま
し
た
。

園
の
幼
児
た
ち
の
生
き
生
き
し
た

姿
を

ド
キ
ュ

メ
ン

タ
リ

ー
で
撮
影

し
た
静

か
な
感
動
を
呼

ぶ
映
画

眥

唄

卞
三
百

円

（
前
ｔ
冗
り
千
円

）

※
①
②

に
限
り
保
育

あ
り
（
先
着

十
人
、
費
用

＝
五
百
円
）

固
松
戸
子
ど
も
劇
場

・
井
坂

昔
3
8
6

・
Ｑ
り
ｌ
ｒａ
４

「
」
平

成
1
4
年

度

二

・

三

歳

児

の

幼

児

教

室

入

室

説

明

会

１
月
2
3日

水
午
前
1
0時

か
ら

会
場
矢

切
公

民
館

固
矢
切
幼
児
教
室
こ
ど
も
ク
ラ
ブ

・
千
葉

昔
3
4
2
・
6
7
0
7

（
夜
間

の
み
）

［
］
詩

吟

無

料

講

習

会

１
月
2
1日
、
２
月
４
日

・
Ｈ
Ｈ

・
1
8日
、
３
月
４
口
∵

Ｈ
日

の
月

曜
日

〔
全
六
回
〕
午
前
1
0時
～
正

午

会
場

古
ケ
崎
市
民
セ
ン
タ
ー

内

容
漢
詩
・
短
歌

・
俳

句

圉
電
話
で
新
松
戸
瞻
遉

会

・
片
岡

昔
3
6
1
・
2
4
3
2

（
夜
間
の
み
）
へ

［
］
登

山

初

級

「

富

士

の

展

望

台

高

川

山

に

登

る

」

１
月
2
6日
出
午
前
６
時
3
0分
新

松
戸
駅
前
出
発
（
午
後
７
時
帰

着
）

行
き
塞

局
川
山

（
山
梨
県

）
　

内

容
中

央
本
線
大
月

駅
近
く
の
高
川

山
に
登
り

新
春
の
富
士
山
を
見

る

対
象
六
十

歳
未
満

の
人

定
員
先

着
二

十
五
人
　

費

用
四
千
三
百

円

（
貸
切

バ
ス

・
保
険
料
を
含
む
）

匣

電
話

で
山
遊
塾

・
永
田

容
0
9
0
・

８
８
０
３

・
8
3
4
6

へ

【
】
こ

こ

が

変

だ

ぞ

Ｐ

Ｔ

Ａ

１
月
2
3日
困

午
後
２
時
～
５
時

会
場
勤
労
会
館
　

内
容
Ｐ
Ｔ

Ａ
へ

の
疑
問

・
不
満
を
語
り

あ
う

定

員
当

日
先
着
三

十
人
　

鷲

田

二
百

円圖
松
戸
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
問
題
研
究
会

・

浅
井

包
3
6
4
・
6
3
5
6

［
］
ガ

ー

ル

ス

カ

ウ

ト

「

お

楽

し

み

会

」

２
月
1
7日
剛
午
前
1
0時
～
正
午

会
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・
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公民館成人講座｢ 市民 手作 りマップ

で訪 ねる松戸市北部の石造物｣

2月５日・12日・26日、3月５日・12日の

火曜日〔全5回〕午後1時～4時　コース小

金城跡、万満寺～福昌寺、旧水戸街道小

金宿、本土寺、医王寺　講師元社会教育

指導員・永淵定氏、前期講座受講生有志

定員先着20人　費用交通費・入場料実費

※オリエンテーションを1月29 日㈲午前

10時30分から文化ホールで行います。

圃電話で公民館S368-1214 へ

人権啓発講演会「輝く生命～A  I D

Ｓを通して人権と共生を考える」

１月31日㈲午後1時30 分～3時30分 会

場市民劇場　講師ＨＩＶと人権・情報セ

ンター理事長（全国事務局長）・五島真

理為氏　定員当日先着300 人　費用無料

※手話あり。保育を希望する人は1月15

日㈹以降に電話で公民館へ（2歳以上、

10人まで。費用200 円）

圃直接会場で

圖公民館£5368―1214

男女共同参画フォーラム「新世紀の風　ちばから」

文化財を みんなで守ろう～防火訓練

を実施し ます

１月26日は文化財防火デー。昭和24 年

のこの日、法隆寺金堂壁画が焼損したこ

とをきっかけに全国的な文化財防火運動

が展開されています。市内でもで市消防

局・地域の住民の人などが参加して、防

火訓練を行います。

メーン会場博物館＝1 月24日困午前10

時から　サブ会場戸定邸・万満寺＝1 月

25日窗午前10時から、本土寺＝1 月26日

仕)午前10時から

固社会教育課文化財係S366-7462

松戸駅市民 ギャラリーの利用受け付

け と説明 会

１月23日歯午後6時から　会場京葉ガス

Ｆビル6階会議室　内容3月29 日廊～6月

21日圃の利用分　利用資格個人・団体・

プ囗・アマ問わず市内に在住・在勤して

いて自作品を展示できる人（ただし、前

回当選した抽選日より1年未満および子

ども・学生・営業・宣伝目的は不可）

持ち物筆記用具・印鑑　費用無料

を空きがあれば悁24 日休）から、電話で受

け付けます。

固社会教育課市民文化係Q366-7462

二
期
会
会
員
西
松
甫
味
子
さ
ん
が

12月９日、新

松戸地区の吝町

会、商店会連合
会、新坂川をき

れいにする会、

松戸警察署、JR
新松戸駅、東京

電力㈱松戸営業

家族連れが多く 訪れ まし た　　　

今 年 の 豊 作 を 願 い 、 地 域 の 農 家

が 矢 切 神 社 へ 特 産 の 矢 切 ネ ギ を 奉

納し まし た 。　　　　　　　　　　　

奉 納 さ れ た ネ ギは､ 三 が 日 の 間 、

初 詣 客 に 福 ネ ギ とし て 配 ら れ 、思

い が け な い プ レ ゼ ン ト に 初 詣 客 は

に っ こ り し て い まし た 。　　　　　

1/26圉

午前10聘

～正午

1/26 圉

午後1時

～3時

1/29  W

午前10 時

～正午

先着10人

500 円（テキス

ト代を含む）

先着10人

500 円（テキス

ト代を含む）

先着18 人

2,000 円（材料

谿ほかう

松

戸

ま
ち

づ

く
リ

交
流

室

テ
ン

ト

小
屋
（
東
葛

飾
合
同

庁
舎

前
）

講 座 名 等 日　時 会場 定員/費用

パソコンの基本操作を学ぶ講

座～初心者向き

※持ち物ノート型パソコン

1/26 圉

午前10聘

～正午

卜 松

牡

先着 犯人

500 円（テ牛ス

ト代を含む）

パソコンを使わないパソコン

講座

～初心者のための基礎知識

1/26 圉

午後1時

～3時

先着 巧人

500 円（テキス

ﾄ 代を含む）

簡単に編めるおし やれマフラ

ー～フランス製の素敵な毛糸

でマフ弓－か作Ljます

1/29  W

午前10 時

～T卜牛

先着18 人

2,000 円（材料

谿t運行j

公民館市民大学講座

圃電話で公民館S368-1214 へ

市
民
会
館

午
後
２
時
～
４
時

立
正
大
学
教
授
・

落
合
淳
隆
氏

東
日
本
部
落
解
放
研

究
所
・
藤
沢
靖
介
氏

女
性
セ
ン

タ
ー

ゆ
う
ま
つ
ど

午
後
ら
時
3
0分

～
８

時

講座名 日　時 会場 内　　　 容 講師 定員/費用

バ ル ト３国

を訪ねて

2/ 1 廊 午
Ｓ　後
８　６

時 時
30
分

諮
づ

パルト3 国の入口～サン クトペテルブ ルグ 落 立
鷦

先着50 人/

無料

8㈹ バルト3 国とは

15 銜 ロシアのバルト3 国支配

22 銜 ドイツのユダヤ人迫害と杉原千歇｢命のビザ｣

近世社 会と

被差別 部落

の人々

2/ 7 ㈲
午
後
２

時
Ｓ
４
時

市

民
会
館

部落の仕事とその社会的役割 究 東
;ﾐ

沢 落
蒜

先着30 人/

無料

14 困 地域社会の構図

21困 交流 一差別・闘い

3/ 7 困 伝統文化・芸能と部落

日　時 内　　 容 会場 定員/費用

2/1 銜 午後Ｏ時

30 分～5 時

座 談

東京 家政大学教授 ・樋口恵子氏 、聯 ソルト

サイエンス研究財団理事長 ・古 橋源六郎氏 、

堂本暁子知事が男女共同参画について語る 幕

張
メ

ツセ

国
際
会

議
場

1,000人/無料

第1 分科会
今 、あら ためで女性 の人権を考える～ 暴力

のこ と 、メディアのこと 、そし て…

第2 分科会
参加 から 参画へ～ 地域で 、職場で 、政治の

場で

第3 分科会
ジェンダ ーからの解 放～ 家庭でも 、地域で

も 、学校でも

第4 分科会
とも にい きいきと 働く ために～仕 事・家庭

の両立支援と待遇の平 等

2/2c 午前10 時

～ 午後O 時30 分

全体討議・

特別講演

豊かで活力ある社会、女男（わたし ）だも の

手で！講師東京都立大学教授･ 江 原由美子氏
800 人/無料

※2月1日㈲については、市でバスを用意します（定員先着25人）。

圃電話で市女哇センター登364－8778 へ

固千葉県男女共同参画課G043-223-2373


